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労働条件改善に
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1 月 5 日

向
に
労
働
組
合
の

社
会
的
責
務
と
し

て
、
勤
労
国
民
・

労
働
者
の
立
場
に

立
っ
た
社
会
の
実

現
に
向
け
、
闘
い

を
よ
り
一
層
強
化

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

次
に
、
緊
急
か
つ
最
重
要
課
題
で
あ
る
組

織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

地
方
本
部
は
、
昨
年
一
年
間
、
各
分
会
を
は
じ

め
各
級
機
関
・
組
合
員
の
奮
闘
に
よ
り
一
〇
名
の

新
た
な
仲
間
を
国
労
へ
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
私
た
ち
が
苦
悩
し
な
が
ら
も
、
信
頼
さ

れ
る
労
働
組
合
と
し
て
の
国
労
を
築
き
上
げ
る
た

め
に
、
職
場
や
仕
事
の
中
心
軸
と
な
り
、
仲
間
の

声
や
気
持
ち
を
共
有
化
し
、
職
場
改
善
を
進
め
る

分
会
・
職
場
活
動
を
取
り
組
ん
だ
結
果
が
拡
大
に

結
び
つ
い
て
き
ま
し
た
。
労
働
条
件
・
職
場
環
境

改
善
の
闘
い
と
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
は
、
一
体

で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や

教
訓
を
組
織
的
に
検
証
し
、
意
思
統
一
を
図
る
中

で
、
拡
大
運
動
を
具
体
的
に
追
求
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
も
、
平
成
採
用
の
青

と
は
程
遠
い
現
実
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
背

景
に
は
、
コ
ス
ト
削
減
を
基
本
と
し
た
相
次
ぐ
効
率
化・

外
注
化
が
あ
り
、
総
体
的
な
技
術
力
の
低
下
な
ど
偏
重

し
た
施
策
が
大
き
な
要
因
だ
と
言
え
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
貨
物

に
お
い
て
も
、
要
員
配
置
と
作
業
の
見
直
し
、
多
能
化

に
よ
る
働
き
度
の
向
上
な
ど
全
系
統
に
わ
た
り
際
限
の

な
い
合
理
化
施
策
が
押
し
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
は
、
基
幹
的
輸
送
機
関

と
し
て
の
社
会
的
使
命
で
あ
る
だ
け
に
、
Ｊ
Ｒ
の
社

会
的
責
任
の
履
行
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
経
営
の

推
進
な
ど
「
安
全
が
最
優
先
さ
れ
る
」
企
業
風
土
の

定
着
と
合
わ
せ
「
安
全
の
点
検
者
」
と
し
て
の
労
働

組
合
の
任
務
と
役
割
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。
安
全
を
担
保
す
る
労
働
条
件
改
善
や
要
員
の
確

保
、
技
術
継
承
・
人
材
育
成
や
教
育
の
充
実
を
求
め

て
い
く
た
め
に
も
、
引
き
続
き
「
安
全
・
仕
事
総
点

検
運
動
」
を
全
職
場
か
ら
展
開
し
、
職
場
労
働
条
件

向
上
の
実
現
に
向
け
、
全
力
を
挙
げ
て
い
き
ま
す
。

次
に
、
今
日
的
な
政
治
反
動
と
平
和
と
民
主

主
義
の
課
題
に
つ
い
て
で
す
。
　

安
倍
反
動
内
閣
は
、「
特
定
秘
密
保
護
法
」
制
定
を

は
じ
め
、
消
費
税
増
税
、
労
働
法
制
改
悪
等
々
、
国

民
生
活
の
破
壊
と
政
治
の
反
動
性
を
一
段
と
強
め
て

き
て
い
ま
す
。
昨
年
七
月
一
日
に
は
世
界
に
誇
れ
る

平
和
憲
法
を
踏
み
に
じ
り
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容

認
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
歴
代
政
権
の
憲
法
解

釈
を
覆
し
、
一
内
閣
の
独
断
に
よ
り
強
行
す
る
こ
と

は
立
憲
主
義
の
否
定
で
あ
り
、
断
じ
て
容
認
で
き
ま

せ
ん
。
沖
縄
辺
野
古
新
基
地
建
設
の
推
進
や
オ
ス
プ

レ
イ
の
広
範
な
飛
行
訓
練
の
強
化
と
合
わ
せ
、「
日
米

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
」
を
目
論
む
な
ど
、
日
米
軍
事

一
体
化
の
動
き
を
強
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
原
発
再

稼
働
・
輸
出
政
策
に
邁
進
す
る
な
ど
、
再
び
人
類
と

地
球
環
境
を
脅
か
す
行
為
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
長
戦
略
と
称
し
て
「
世
界
で
一
番
企
業

が
活
動
し
や
す
い
国
」
を
掲
げ
、
労
働
法
制
の
規
制

緩
和
を
推
し
進
め
、「
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
」
の

成
立
を
目
論
む
な
ど
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で

す
。
昨
年
、
地
方
本
部
は
、「
集
団
的
自
衛
権
行
使

容
認
阻
止
！
残
業
代
ゼ
ロ
Ｎ
Ｏ
！
憲
法
改
悪
を
許
さ

年
た
ち
が
国
労
加
入
を
決
断
し
て
き
て
い
る
中
で
、
全

組
合
員
が
国
労
運
動
の
継
承
を
最
大
の
任
務
と
し
て
捉

え
、
全
て
の
力
を
集
中
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
す
。

地
方
本
部
と
し
て
も
、
国
労
組
織
の
力
量
を
高
め
、

全
機
関
の
総
意
と
し
て
、
す
べ
て
の
闘
い
を
組
織
強
化・

拡
大
に
集
約
し
、
奮
闘
し
て
い
く
構
え
を
改
め
て
、
明

ら
か
に
し
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
と
職
場
労
働

条
件
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
で
す
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
で
の
続
発
す
る
事
故
を
は
じ
め
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
に
起
因
す
る
事
象
が
発
生
し
ま
し
た

が
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い
て
も
川
崎
駅
脱
線
事
故
な
ど
、

輸
送
障
害
や
重
大
事
故
の
多
発
は
解
消
さ
れ
ず
、
死
亡

事
故
を
含
む
労
働
災
害
の
発
生
、
慢
性
的
な
要
員
不
足

や
労
働
条
件
の
劣
悪
化
な
ど
、「
安
全
の
先
に
あ
る
安
心
」

な
い
」
国
労
東
京

八
・
二
三
集
会
を

開
催
し
、
闘
い
抜

く
決
意
を
全
体
で

固
め
合
っ
て
き
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、

労
働
法
制
・
社
会

保
障
制
度
改
悪
や
反
戦
・
平
和
の
課
題
を
、
全
国
各

地
で
闘
う
広
範
な
仲
間
と
連
帯
し
、
さ
ら
な
る
取
り

組
み
の
強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

最
後
に
二
〇
一
五
年
春
闘
は
、
生
活
で
き
る
賃
上

げ
要
求
の
実
現
を
求
め
る
闘
い
を
中
心
に
、
職
場
労

働
条
件
改
善
と
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
、
組
織
強

化
・
拡
大
の
取
り
組
み
等
と
結
合
さ
せ
、
展
開
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
格
差

是
正
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
の
均
等
待
遇
、
憲
法

改
悪
阻
止
・
反
戦
・
平
和
、
脱
原
発
な
ど
、
国
民

的
諸
課
題
と
も
連
動
さ
せ
た
取
り
組
み
に
な
る
こ

と
は
明
ら
か
で
す
。
地
方
本
部
も
、
職
場
か
ら
の

春
闘
再
生
と
地
域
春
闘
の
強
化
・
発
展
に
向
け
、

組
織
の
総
力
を
挙
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

当
面
す
る
諸
課
題
の
実
現
に
向
け
、
組
合
員
・
家

族
の
皆
さ
ん
の
先
頭
に
立
つ
決
意
を
申
し
上

げ
、
二
〇
一
五
年
新
年
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。

組
合
員
・
家
族
の
皆
さ
ん
、
新
年
あ
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、

地
方
本
部
を
代
表
し
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
昨
年
は
一
二
月
一
四
日
投
開
票
で

総
選
挙
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
総
選
挙
は
、

格
差
と
貧
困
を
拡
大
す
る
新
自
由
主
義
路
線
を
許

し
、
安
倍
政
権
の
暴
走
を
継
続
さ
せ
る
の
か
、
そ

れ
と
も
雇
用
の
安
定
と
働
く
ル
ー
ル
の
確
立
、
社

会
保
障
の
拡
充
、
平
和
憲
法
を
生
か
す
勢
力
を
伸

ば
す
の
か
と
い
う
重
大
な
「
国
民
投
票
」
だ
っ
た

と
言
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
自
民
党
が
圧
勝
す

る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
消
費
税
一
〇
％

増
税
や
生
活
保
護
切
り
捨
て
、
原
発
再
稼
働
、
憲

法
改
正
な
ど
の
動
き
を
よ
り
強
め
て
く
る
こ
と
は

明
白
で
す
。
私
た
ち
は
、
想
定
さ
れ
る
政
治
動
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国労東京
スキー大会

18日 (水 )
湯沢パークスキー場
参加費：１４，０００円

申 し 込 み は
各地区本部・支部へ

2月17日 (火 ) ～

原
発
被
災
地

　
　
　

視
察

東

貨

協

賃

金

削

減

を

許

さ

な

い

月
加
入
の
小
松
さ
ん
も
参
加

定
期
大
会
開
催

10フ
ク
シ
マ
交
流

定　期

委員会

自動車
支　部
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自
動
車
支
部
は
、
一
二
月
四
日
に
東
京
地
本
会

議
室
に
お
い
て
、
第
七
一
回
定
期
支
部
大
会
を
開

催
し
た
。
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
で
、
丸
山
委
員

長
は
、
組
織
拡
大
を
は
じ
め
、
労
働
条
件
、
安
全

運
行
、
平
和
と
民
主
主
義
、
原
発
、
集
団
的
自
衛

権
、
そ
し
て
目
前
に
迫
っ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
な

ど
様
々
な
問
題
に
ふ
れ
、
あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
っ

た
。
ま
た
、
大
会
に
は
、
一
〇
月
に
国
労
加
入
し

た
東
京
支
店
の
小
松
さ
ん
も
参
加
し
、
国
労
組
合

員
と
し
て
頑
張
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

　

討
論
の
中
で
は
、
各
代
議
員
か
ら
「
先
日
引
き

継
い
だ
便
が
一
時
間
遅
れ
て
き
た
。
一
年
前
に
訓

練
で
一
度
だ
け
行
っ
た
系
統
で
、
初
め
て
乗
務
し

道
を
間
違
え
た
と
の
こ
と
。
訓
練
か
ら
実
乗
務

ま
で
期
間
が
開
き
す
ぎ
」「
夜
行
の
高
速
便
明
け

で
、
一
般
路
線
に
乗
せ
ら
れ
る
。
抗
議
し
こ
の
行

路
は
や
め
さ
せ
た
。
労
働
組
合
が
あ
っ
た
か
ら
撤

回
さ
せ
ら
れ
た
」「
無
呼
吸
症
候
群
の
検
査
で
、

治
療
が
必
要
と
診
断
さ
れ
て
治
療
に
行
か
な
い
社

員
は
、
乗
務
停
止
に
す
る
方
針
」「
人
が
足
り
ず
、

休
日
出
勤
が
月
に
四
日
位
あ
る
。
一
方
、
東
京
へ

行
っ
て
、
折
り
返
し
の
待
ち
時
間
が
一
三
時
間
も

あ
る
行
路
が
あ

る
」
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
職
場
状

況
や
、
取
り
組

み
が
出
さ
れ

た
。
役
員
改
選

で
は
、
丸
山
委

員
長
、
唐
沢
富

雄
書
記
長
は
留

任
し
た
ほ
か
、

副
委
員
長
に
は

新
た
に
、
唐
沢

恒
夫
さ
ん
を
選
出
し
た
。

開
通
は
し
た
も
の
の
、
放
射
線
量
が
高
く
、
バ
イ

ク
や
歩
行
者
は
通
行
禁
止
で
、
車
も
駐
停
車
・
降

車
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
原
発
・
放

射
能
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
た
。

　

翌
日
は
交
流
学
習
会
で
、
国
労
議
員
団
の
狩
野

い
わ
き
市
議
か
ら
の
現
地
報
告
や
、
大
内
福
島
県

　

東
京
地
方
本
部
は
、
一
一
月
二
九
日
〜
三
〇
日

に
行
わ
れ
た
、
本
部
主
催
の
「
第
二
回
国
労
フ
ク

シ
マ
交
流
・
視
察
学
習
会
」
に
参
加
し
た
。
原
発

事
故
被
災
地
の
現
状
視
察
や
、
現
地
か
ら
の
報
告

や
交
流
に
参
加
し
、
現
地
組
合
員
の
激
励
を
行
う

と
と
も
に
、
今
後
の
取
り
組
み
強
化
な
ど
の
意
思

統
一
を
全
体
で
行
っ
た
。

　

福
島
駅
に
集
合
し
、
車
で
原
ノ
町
駅
に
向
か
っ

た
あ
と
、
現
在
列
車
が
運
転
さ
れ
て
い
な
い
小
高

駅
・
浪
江
駅
や
沿
線
の
視
察
を
行
い
、
原
発
事
故

か
ら
手
付
か
ず
の
街
を
目
の
当
た
り
に
見
た
。
途

中
、
双
葉
町
〜
富
岡
町
付
近
の
国
道
六
号
線
は
、

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
務
局
次
長
か
ら

「
放
射
能
汚
染
と

食
の
安
全
に
つ
い

て
」
の
講
演
、
高

校
生
平
和
大
使
の

吉
田
有
紗
さ
ん
か

ら
の
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
、
あ
ら
た

め
て
全
体
で
反
原

発
へ
の
取
り
組
み

の
意
思
を
固
め
あ

っ
た
。

東
京
貨
物
協
議
会
は
、
一
二
月
六
日
東
京
地

本
会
議
室
に
お
い
て
、
第
二
七
回
定
期
委
員
会
を

開
催
し
た
。

主
催
者
挨
拶
で
長
島
議
長
は
「
貨
物
会
社
は
賃

金
削
減
攻
撃
を
か
け
て
き
て
お
り
、
更
な
る
手
当

削
減
も
狙
わ
れ
る
中
、
国
労
の
奮
闘
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
要
求
前
進
の
た
め
に
は
、
国
労
運
動
の

正
当
性
を
訴
え
な
が
ら
組
織
拡
大
を
。
安
倍
自
公

政
権
の
暴
走
で
国
民
の
生
活
は
破
壊
さ
れ
、
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
な
ど
危
険
な
方
向
に
。
政

治
を
転
換
す
る
た
め
に
も
衆
議
院
選
挙
闘
争
が
重

要
」
な
ど
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

委
員
会
議
長
に
は
、
隅
田
川
機
関
区
寺
原
委

員
を
選
出
。
橋
本
事
務
長
よ
り
方
針
案
の
一
括

提
案
が
さ
れ
、
討
論
が
行
わ
れ
た
。「
年
末
手
当

獲
得
に
向
け
て
分
会
門
前
ビ
ラ
配
布
行
動
を
行
っ

た
。
一
方
他
労
組
は
、
ア
キ
ラ
メ
感
が
蔓
延
。
職

場
が
外
注
化
さ
れ
て
い
る
が
、
貨
物
会
社
本
体
は

賃
金
抑
制
で
、
出
向
先
会
社
の
方
が
期
末
手
当
が

高
い
。
労
働
条
件
に
格
差
も
あ
り
、
出
向
社
員
の

労
働
条
件
改
善
を
」（
川
崎
車
両
所
）。「
新
入
社

員
が
他
労
組
に
一
〇
〇
％
加
入
が
当
た
り
前
と
な

っ
て
い
る
中
、
こ
れ
を
許
さ
な
い
闘
い
を
。
公
平

な
事
前
説
明
と
国
労
差
別
を
さ
せ
な
い
た
め
の
組

合
説
明
会
の
開
催
を
求
め
て
い
る
が
、
会
社
か
ら

は
は
ぐ
ら
か
さ
れ
て
き
た
。
引
き
続
き
粘
り
強
く

訴
え
て
い
き
た
い
」（
隅
田
川
駅
）。「
三
人
の
組

織
拡
大
。
組
織
拡
大
で
の
悩
み
は
ど
こ
で
も
あ
る

と
思
う
が
、
で
き
る
こ
と
を
粛
々
と
や
っ
て
い
け

ば
よ
い
。
労
働
条
件
が
切
り
下
げ
ら
れ
る
中
、
他

労
組
組
合
員
か
ら
も
悲
鳴
が
き
こ
え
、
会
社
の
施

策
は
い
ず
れ
破
た
ん
す
る
。
加
入
し
た
く
て
も
で

き
な
い
青
年
は
い
く
ら
で
も
お
り
、
後
ろ
向
き
に

な
ら
ず
に
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
」（
大
宮
車

両
所
）。「
春
闘

に
向
け
た
分
会

で
の
署
名
の
取

組
み
や
、
集
会

の
参
加
率
ア
ッ

プ
に
向
け
奮
闘

し
た
い
。
構
造

矛
盾
の
解
消
な

し
に
鉄
道
の
黒

字
化
な
ど
あ
り

え
ず
、
闘
い
の

展
望
が
も
て
る
学
習
会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。
出

向
会
社
は
休
み
が
四
日
少
な
く
、
年
配
者
は
金
よ

り
も
休
み
が
ほ
し
い
。」（
新
鶴
見
機
関
区
）。「
退

職
者
が
出
て
も
補
充
さ
れ
ず
要
員
が
逼
迫
。
片
道

　

東
京
交
運
労
協
は
一
一
月
二
四
日
〜
二
五
日
に

伊
香
保
温
泉
で
第
二
三
回
定
期
大
会
を
開
催
し
た
。

　

大
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
・
制
度
要
求
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
が
議
論
さ
れ
、
安
全
の
確

保
に
向
け
行
政
・
事
業
者
・
労
働
組
合
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
事
、
輸
送
障
害
対
策
と
し
て
ホ

ー
ム
柵
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
経
費
が

多
大
で
補
助
制
度
や
税
制
措
置
を
求
め
た
い
事
、

鉄
道
社
員
へ
の

暴
力
行
為
防
止

に
向
け
て
、
警

察
官
の
巡
回
強

化
・
警
備
強
化

の
費
用
補
助
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な

諸
課
題
の
要
求

実
現
に
向
け
た

運
動
展
開
に
つ

い
て
、
方
針
が

採
択
さ
れ
た
。

三
時
間
の
遠
距
離
通
勤
を
強
い
ら
れ
て
い
る
仲
間

も
お
り
、改
善
し
て
ほ
し
い
」（
新
鶴
見
駅
）。「
一
〇

月
の
台
風
で
東
海
道
線
が
土
砂
崩
壊
し
、
一
〇
日

間
運
休
。
会
社
は
休
養
の
指
示
を
乱
発
。
長
時
間

拘
束
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
超
勤
支
払
い
を
免
れ
よ

う
と
必
死
。
会
社
は
、
乗
務
員
の
些
細
な
取
扱
い

ミ
ス
も
す
べ
て
報
告
を
求
め
、
正
し
い
報
告
を
し

て
も
更
な
る
追
及
。
精
神
的
な
負
担
。
新
入
社
員

へ
の
組
合
説
明
に
つ
い
て
、
会
社
は
認
め
る
こ
と

を
約
束
」（
大
井
機
関
区
）。
な
ど
六
名
の
委
員
か

ら
、
職
場
の
闘
い
と
国
労
へ
の
要
望
に
つ
い
て
発

言
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
長
島
議
長
よ
り
上
部
機

関
と
連
携
し
た
労
働
条
件
改
善
、
組
織
強
化
拡
大
、

賃
金
削
減
を
許
さ
な
い
闘
い
の
提
起
と
と
も
に
集

約
が
行
わ
れ
、
満
場
一
致
で
方
針
案
を
採
択
。
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
定
期
委
員
会
は
終
了
し
た
。

新
議
長
に
は
長
島
利
行
さ
ん(

大
井
機
関
区
・

再
任)

、副
議
長
に
古
賀
将
也
さ
ん(

川
崎
車
両
所
・

新
任)

、 

事
務
長
に
中
村
誠
さ
ん(

東
京
保
全
区
・

新
任)

が
新
た
に
就
任
と
な
り
、
因
泥
副
議
長
と
、

橋
本
事
務
長
が
退
任
し
た
。

東

京

交

運

　
定

期

大

会

丸山委員長と小松さん

打ち上げられたままの船

ずれたままの常磐線の橋台震災以来停まったままの車両


